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平成28年 9月 28日撮影（南から）

▼八ツ面山

▼若宮第 1～ 3号墳 ▼砦山遺跡
▼岡山砦跡 ▼善光寺沢南古墳
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岡山南遺跡

黄金堤

弥生時代から始まる遺跡
古墳時代から始まる遺跡
弥生時代から始まる遺跡
古墳時代から始まる遺跡

中世以降に始まる遺跡

32

中世以降に始まる遺跡
近世以降の遺跡
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岡山南遺跡周辺　遺跡分布図（縮尺 1/25,000）
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　遺跡の北東約 1.5km に位置する「黄金堤」は、

江戸時代前期の貞享 3 年（1686）に領主吉良

上野介義央により築かれたと伝えられていま

す。上流域には須美川・安藤川・広田川・矢

作古川の流れが集まり、度々の水害にみまわ

れる地域でした。

　今回の調査でも下層には古墳時代前期より

古い川の痕跡が幾つもみられ、居住にはやや

不安定な場所であったと想像されます。それ

でも古墳時代の竪穴建物や柱穴群などがあり、

古墳時代、平安時代、鎌倉・室町時代、江戸

時代の遺物が多数出土しています。川の流れ

により運ばれた肥沃な土壌に耕作地を求めて、

中州状の微高地を中心に集落が営まれていた

と考えられます。

↑	「黄金堤」　以前のこと
こがねづつみ

　愛知県埋蔵文化財センターでは、県
道西尾幡豆線建設工事に伴い平成 23
年度より調査を行ってまいりました。
今年度は 8 月から開始し、A～ E区の
５調査区、合計 3,970㎡の調査を行っ
ています。

　本遺跡北側に連なる岡山丘陵には、若宮古墳群をはじめとし
て、善光寺沢南古墳、山王山古墳、宮下古墳、全長 66mの前
方後円墳である八幡山古墳などが知られています。調査により
確認されたのは、おそらくそれらを支えた集落の一つと考えら
れ、地形や両者の位置関係が展望できる良好な資料を得ること
ができました。
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E 区　019SK から出土した土器と石

E区　下層調査で出土した古墳時代の高杯E区　009SD から出土した須恵器壺

C区　下層調査で出土した木製品

C区大溝出土の古墳時代の土器
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D 区　079SI 作業風景

C 区では溝状遺構、土
坑、小穴、竪穴建物、井
戸などを確認しました。
検出した遺構は溝26条、
土坑 42 基、小穴 25 基、
竪穴建物 7 棟、井戸 1
基です。溝状遺構では、
幅 6mの間隔でほぼ南北
に並ぶ溝が見つかりまし
た。また、古墳時代の土
器が沢山出土した大溝が
確認されました。下層調
査では、古い河跡が見つ
かっており、木製品が出
土しています。

D 区では溝状遺構、
土坑、小穴、竪穴建物
などを確認しました。
特に大型の竪穴建物が
多く分布しており、集
落域の中心に近いと考
えられます。また、柱
根の明瞭なピットも複
数確認され、竪穴建物
以外に掘立柱建物の存
在も確認されました。

E 区では溝状遺構、土坑、
小穴、杭列などを確認しまし
た。検出した遺構は溝16 条、
土坑 27基、柱穴を含む小土
坑 26 基、杭列1条です。調
査区北西部では古代の竪穴建
物が存在したと考えられ、付
近で柱穴6基が確認されまし
た。溝（009SD）から須

す え き

恵器
（6 ～ 7世紀）の壷

つぼ

、杯
つ き み

身、
瓶
へい

の頸の部分、土
は じ き か め

師器甕、甑
こしき

の取手などが出土しました。
また他の遺構からは土師器、
灰
かいゆうとうき

釉陶器、山茶碗などが出土
しました。灰釉陶器は9世紀
以降、山茶碗は11世紀中頃
以降ですから古墳時代から古
代、中世と利用されていたと
考えられます。
また、下層の調査では、砂地
の層から多数の土器が出土し
ました。
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